
 

２０１４年７月２３日 

一般財団法人イオンワンパーセントクラブ 

 

 

日本とフィリピンの高校生が８日間にわたって交流を深めます 

７／２８(月)からフィリピンで「ティーンエイジ・アンバサダー事業」を実施 

 

 

一般財団法人イオンワンパーセントクラブ（以下、(一財)イオン1％クラブ）は、７月２８日

(月)から８月４日(月)までの８日間、日本の高校生２０名がフィリピンを訪問し、フィリピン

の高校生２０名と交流する「ティーンエイジ・アンバサダー事業」を実施します。フィリピン

との交流は今回が初めてとなります。 

 

(一財)イオン１％クラブは、中国、アセアン諸国と日本の高校生が交流する「ティーン

エイジ・アンバサダー事業」を１９９０年より実施しています。これまでに１６カ国

１４１６名の高校生がこの事業に参加し、相手国の文化や歴史に触れ、相互理解を深めて

きました。 

 

イオンはフィリピンにおいて、２０００年よりコンビニエンスストア「ミニストップ」を、

２０１３年よりイオンフィナンシャルサービス株式会社が金融事業を展開しています。今年

度には、株式会社イオンファンタジーが室内ゆうえんち「モーリーファンタジー」１号店を

オープン予定です。また、度重なるフィリピンでの自然災害に際し(一財)イオン１％クラブ

は全国の店舗、事業所で募金活動を実施し、継続して復興支援を行ってきました。こうした

背景のもと、在日フィリピン大使館から要請を頂き、フィリピンとの「ティーンエイジ・ア

ンバサダー事業」が実現しました。 

 

このたびの交流活動では、教育相への表敬訪問、在フィリピン日本大使館での歓迎会、

マニラ市内視察、高校での授業体験、ホームステイなど、フィリピンの歴史、文化、生活を

知るさまざまな活動を予定しています。現地でのみ得られる体験を通じて日本の高校生が  

フィリピンについてより理解を深め、両国高校生の深い友好関係が築かれることを願ってい

ます。なお、９月末にはフィリピンの高校生が日本を訪れ、日本の高校生と交流する予定です。 

 

イオンはこれからも、アジア各国との相互理解を深め、友好の架け橋となるべく、さま

ざまな取り組みを行ってまいります。 

 

【フィリピン ティーンエイジ・アンバサダー事業について】 

１.期 間：２０１４年７月２８日（月）～８月４日（月） 

２.交 流 校：宮城県立仙台二華高校 ２０名 

University of the Philippines Integrated school ２０名 

３.交流地域：フィリピン マニラ 



  

４.主なプログラム：７月２８日(月) マニラ着 オリエンテーション 

（予定）  ７月２９日(火) 教育相表敬訪問、 

在フィリピン日本大使館にて歓迎会 

７月３０日(水) ラサール大学にて交流会 市内視察 

７月３１日(木) ホスピシオ・サンホセ教会訪問 

                   伝統舞踏体験 

８月 １日(金) 授業体験 夕刻よりホームステイ 

８月 ２日(土) ホームステイ 

８月 ３日(日) ホームステイ フェアウェルパーティー 

８月 ４日(月) 帰国 

以上 

 



  

ご参考  

【フィリピンでの事業展開について】 

２０００年 ミニストップ株式会社 ROBINSONS CONVENIENCE STORES, INC.（フィリピン）と 

海外エリアフランチャイズ契約締結 １号店オープン 

２００８年 イオンフィナンシャルサービス株式会社 

現地法人 AEON CREDIT TECHNOLOGY SYSTEMS (PHILIPPINES) INC.を設立 

※現 AEON CREDIT SERVICE SYSTEMS (PHILIPPINES)INC. 

２０１３年 イオンフィナンシャルサービス株式会社 

現地法人 AEON CREDIT SERVICE (PHILIPPINES) INC.を設立 

２０１４年 株式会社イオンファンタジー 

室内ゆうえんち「モーリーファンタジー」１号店をオープン予定 

【フィリピンでの災害復興支援について】 

２００９年 台風１６号被害に災害復興支援金贈呈（５００万円） 

２０１１年 台風２１号被害に災害復興支援金贈呈（５００万円） 

２０１２年 台風２４号被害に緊急災害復興支援金贈呈（３００万円） 

２０１３年 台風３０号被害に緊急災害復興支援金贈呈（１,０００万円） 

      台風３０号被害緊急支援お客さま募金及びイオンからの拠出金贈呈（１億円） 

 

【一般財団法人イオンワンパーセントクラブについて】 
 

 

 

 

一般財団法人イオンワンパーセントクラブは、１９８９年にグループの主要企業各社が税

引き前利益の１％を拠出し、社会貢献活動に取り組むことを目的に設立されました。「環境

保全」「国際的な文化・人材交流、人材育成」「地域の文化・社会の振興」を柱に、国内外

で活動しています。 

 

＜メンバー企業＞ 

イオン㈱ ミニストップ㈱ ㈱ツヴァイ 

イオンリテール㈱ オリジン東秀㈱ イオンコンパス㈱ 

イオン北海道㈱ ウエルシアホールディングス㈱ ㈱ジーフット 

イオン九州㈱ ㈱ＣＦＳコーポレーション ㈱メガスポーツ 

イオン琉球㈱ イオンフィナンシャルサービス㈱ ㈱未来屋書店 

㈱サンデー イオンクレジットサービス㈱ ローラアシュレイジャパン㈱ 

マックスバリュ北海道㈱ イオン保険サービス㈱ 合計３０社

マックスバリュ東海㈱ イオンモール㈱ 

マックスバリュ中部㈱ イオンディライト㈱ 

㈱光洋 ㈱イオンファンタジー  

マックスバリュ西日本㈱ イオンエンターテイメント㈱  

マックスバリュ九州㈱ リフォームスタジオ㈱ 



  

 

＜活動内容＞ 

◆環境保全 

◇イオンチアーズクラブ 

◇中学生環境作文コンクール 

◇ＡＥＯＮｅｃｏ-１グランプリ 

◇ＡＥＯＮアジアユースリーダーズ 

 

◆国際的な文化・人材交流、人材育成 

◇ティーンエイジ・アンバサダー 

◇イオンスカラシップ 

◇学校建設支援 

◆地域の文化・社会の振興 

◇イオンすくすくラボ 

◇地域・社会行事支援 

◇イオンユニセフセーフウォーターキャンペーン

◇ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）支援

◇東日本大震災支援 

◇災害緊急支援 

 

※活動の詳しい内容はこちら（https://www.aeon.info/1p/）をご覧ください。 
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